
令和４年度 第 11 回 辻堂まちづくり会議 次第 

日時 2023 年２月 16 日（木）13:30～15:00 

会場 辻堂市民センター ホール 

 

１ 前回会議議事録の確認について 

 

２ 議 題 

（１）部会等報告について 

ア くらし安心・安全部会（2/9） 

イ 辻堂交流部会（2/2） 

ウ 福祉部会（2/9） 

エ 広報委員会（2/9） 

 

（２）地区全体集会について（反省等） 

 

３ その他 

（１）はじめてのスマホ講座～ｉＰｈｏｎｅ編～への協力依頼 

3/7(火)１人，8(水)２人 いずれも午前10時～正午 

 

（２）令和５年度会議等予定について 

   全体会議日程（案） 

 

（３）その他 

 

４ 今後の予定 

 防災講演会    ２月２５日（土）１０時開演 

 駅前掲示板作業  ３月 １日（水）福祉部会２人 

 辻堂朝市     ３月９，２３日（木）辻堂交流部会３人 

 

 辻堂交流部会        ３月 ９日（木）１０時００分～ 

 くらし安心・安全部会    ３月 ９日（木）１３時３０分～ 

 広報委員会         ３月１６日（木） ９時３０分～ 

 福祉部会          ３月１６日（木）１３時３０分～ 

 第１２回辻堂まちづくり会議 ３月２３日（木）１３時３０分～ 

 

以  上 



令和４年度　辻堂まちづくり会議　委員名簿

任期：２０２２年４月１日～２０２４年３月３１日

No. 氏名 役職 部会 委員会 団体名又は公募

1  赤塚　商蔵  くらし安心・安全  辻堂地区自治会長・町内会長連絡協議会

2  山田　泰司 部会長  くらし安心・安全  辻堂地区社会福祉協議会

3  齋間　道雄  くらし安心・安全  辻堂地区青少年育成協力会

4  和田　今日子  辻堂交流  辻堂地区交通安全対策協議会

5  吉田　紀行  辻堂交流  辻堂地区生活環境協議会

6  橋本　美知子  くらし安心・安全  辻堂地区防犯協会

7  小川　雄二郎 副会長  くらし安心・安全  広報  辻堂地区防災協議会

8  近藤　眞由美  福祉  辻堂東地区民生委員児童委員協議会

9  秋葉　誠  くらし安心・安全  辻堂西地区民生委員児童委員協議会

10  伊藤　和子 副会長  福祉  広報  辻堂公民館評議員会

11  鷹野　三枝子  くらし安心・安全  高浜地域子ども支援会議

12  大橋　洲二  福祉  浜見地区社会体育振興協議会

13  中野　由紀子  辻堂交流  辻堂商店会連合会

14  片桐　賢  辻堂交流  辻堂地区老人クラブ連合会

15  松尾　良子  福祉  ネットワーク湘南堂夢

16  富田　直樹  福祉  辻堂東地区いきいきサポートセンター

17  髙野　拓弥  福祉  辻堂西地区いきいきサポートセンター

18  北野　範之  福祉  辻堂地区ボランティアセンター

19  山下　美波  福祉  西南部障がい者地域相談支援センター

20  吉田　秀樹  辻堂交流  公募

21  尾崎　文彦 会長  －  広報  公募

22  秋山　正行 副会長／部会長  辻堂交流  広報  公募

23  久保田　恵 委員長  辻堂交流  広報  公募

24  池本　茂男 部会長  福祉  公募

25  堀川　輝夫  辻堂交流  公募

26  千葉　郁世  辻堂交流  公募

27  鶴田　智博  辻堂交流  公募

28  芳山　久美子  辻堂交流  公募

【 事 務 局 】

No. 氏名 役職 担当

1 加藤　財英 センター長 統括、全体会議◎、福祉

2 中丸　光江 主幹 全体会議◎、くらし安心・安全、辻堂交流、広報

3 山出　峰士 上級主査 全体会議◎、広報◎

4 若山　瞭太 主任 全体会議、辻堂交流、広報

5 新倉　孝幸 上級主査 くらし安心・安全◎

6 片山　雄貴 主任 辻堂交流◎

7 守谷　千楓音 担当 福祉◎

8 宮木　千春 担当 広報

9 二宮　寿美香 担当 くらし安心・安全

※◎　主担当



令和４年度 第１０回 辻堂まちづくり会議 議事録 

 

【議事録】 

（進行 中丸主幹） 

〇開会前確認 

（１）会議の成立に関する報告 

（２）資料の確認 

（３）傍聴の取扱いについて 

 

日時 ２０２３年１月２６日（木）１３：３０～１５：４５ 

場所 辻堂市民センター ホール 

出席者 

      

☐ 尾崎会長 ☐ 小川副会長 ☑ 伊藤副会長 

☑ 秋山副会長 ☑ 赤塚委員 ☑ 山田委員 

☑ 齋間委員 ☑ 和田委員 ☑ 吉田（紀）委員 

☐ 橋本委員 ☑ 近藤委員 ☑ 秋葉委員 

☑ 鷹野委員 ☑ 大橋委員 ☑ 中野委員 

☑ 片桐委員 ☑ 松尾委員 ☐ 富田委員 

☑ 髙野委員 ☑ 北野委員 ☑ 山下委員 

☑ 吉田（秀）委員 ☑ 久保田委員 ☑ 池本委員 

☑ 堀川委員 ☑ 千葉委員 ☐ 鶴田委員 

☐ 芳山委員     
      

事務局 ☑ 加藤センター長 ☑ 中丸主幹 ☑ 山出 ☑ 若山 

☑ 新倉 ☑ 片山 ☑ 守谷   

議題等 １ 前回会議議事録の確認について 

２ 議題 

（１）部会等報告について 

くらし安心・安全部会（1/12）、辻堂交流部会（1/12）、福祉部会（1/19） 

広報委員会（1/19） 

（２）地区全体集会について（２月 12 日（日）午後２時～４時） 

（３）地域団体からの活動報告 

  ア 辻堂地区老人クラブ連合会（片桐委員） 

  イ 辻堂商店会連合会（中野委員） 

３ その他 

４ 今後の予定 

資料 ①令和４年度第１０回辻堂まちづくり会議次第等 

②救急救命講習とＡＥＤマップアプリ講習会（参加連絡票） 

③Ａ３版カルタ試作一覧 

④辻堂商店街連携デジタルスタンプラリーのチラシ２種類 

⑤令和４年度郷土づくり推進会議地区交流会議事要旨 

⑥「私の人生を変えた２人の母の言葉」講演会チラシ 

傍聴者 １人 



（進行 伊藤副会長） 

１ 前回会議議事録の確認について 

・資料のとおり 

 

２ 議題 

（１）部会等報告について 

・くらし安心・安全部会（1/12） 

 →山田部会長から資料のとおり説明があった。 

 （補足説明） 

  ・（３）道路問題について、LINE 通報した次の日には補修されていた。（山田部会長） 

  ・１０ページの防災講演会について、現段階での参加者を確認した。（事務局） 

   参加者：近藤委員、伊藤副会長、大橋委員、中野委員、松尾委員、久保田委員、池本

委員、堀川委員、千葉委員 

【意見等】 

・公民館まつりで「気になる木」を実施するにあたって、いただいたご意見の取扱いに 

ついて事前に決めておくようにしたほうがよかったのではないかと思う。「回答する」

のか「参考にする」のか、お知らせしたうえで書いていただくようにしてはどうか。

（山田部会長） 

・LINE 通報システムについて、市のホームページのどこを見ればよいのか、調べる方法

を教えてほしい。（伊藤副会長） 

→市ホームページで「LINE 通報」というキーワードで検索すると、「道路や公園施設の

不具合を LINE で簡単・手軽に通報ができます。」が出てくるので、それを開くとやり

方がわかる。 

  

・辻堂交流部会（1/12） 

→秋山部会長から資料のとおり説明があった。 

 （補足説明） 

  ・４辻堂ストリートギャラリープロジェクト（第４回）について、１４ページのチラ

シのとおり「書道でアート展」となった経緯を説明。湘南工科大学の授業参加協力

をしている授業において学生から提案のあったテーマの中からプロジェクトのテー

マを決めているが、今回いただいた２件のテーマで募集したときに作品が集まるか

部会で検討し、学生の意見を踏まえ別のテーマとしたが、教授と相談した結果、チ

ラシのとおりの企画となった。（事務局） 

【意見等】 

 ・湘南工科大学授業参加協力と辻堂ストリートギャラリープロジェクトはリンクしてい

ると認識しているが、どうか。（伊藤副会長） 

  →そのとおり。（事務局） 

 ・辻堂さんぽについて、前回秋に開催したときは福祉部会と合同で行ったが、今回も一



緒にさせてほしい。（伊藤副会長） 

→今回も福祉部会の皆様にご協力いただきたい。来月部会で振り返りを行い、福祉部

会の中でお話しさせていただきたい。（事務局） 

 

・福祉部会（1/19） 

→池本部会長から資料のとおり説明があった。 

 ・救急救命講習とＡＥＤマップアプリ講習会は、まずはまちづくり委員を対象に行い、

その後一般市民に広げていきたい。当日欠席：齋間委員 

 【意見等】 

 ・ＡＥＤマップアプリの講習会は救急救命講習後にやるのか。（千葉委員） 

→講習会資料のとおり行う。（池本部会長） 

 ・家で家族が倒れた際にＡＥＤがどこにあるかと頭によぎったが、近くの農協は土日使

用できない。消防に連絡したら電話で全部対応を教えてくれた。この時は隣近所の方

に協力してもらえたのでよかった。一人ではどうしようもない。やはり近所付き合い

が一番大事だと感じた。（吉田紀委員） 

 ・障がいのある方対象防災訓練に参加したのは以前とは別の団体か。（吉田秀委員） 

  →別の団体で、施設内をまわった。（近藤委員） 

 ・福祉避難所とはセンターのことか。辻堂地区にはほかにどこがあるのか。防災協議会

役員会ではこのような話は一切ないし、総合防災訓練でも一切していない。このよう

なことは必要な方に伝わっているのか。（吉田秀委員） 

  →福祉避難所はこの市民センターのほか、白浜養護や障がいや高齢などの施設で藤沢

市が協定を結んだ施設。また、基本的に一時避難場所から学校などの避難所に避難

され、そこでの避難生活が難しい場合には、それらの福祉避難所に移動するように

なる。このことは様々な広報活動により周知されている。（事務局） 

 ・各町内会には要支援者リストがある。うちの町内会では「一緒に避難所に付き添って

ほしいか」などアンケートのようなかたちで聞き取り調査をしている。その中で、福

祉避難所でないと無理という方には、市民センターが福祉避難所になっているから行

かれるといいなど、お知らせしている。町内会によって対応はいろいろだと思う。防

災協議会の方が直接、この方たちのお世話をすることは難しいと思う。自治会単位で、

民生委員なども各地域にいるので、きめ細かくやっていければ何とか避難してもらえ

ると思う。（近藤委員） 

 ・今後、このような話をする時には、まちづくり会議だけではなく、福祉関係とか防災

協議会の方にも出席いただいて進めていただきたい。（吉田秀委員） 

  →実は、この話にはくらし安心安全部会のメンバーであり防災協議会の会長でもある

小川会長にも出席していただいている。（伊藤副会長） 

・福祉部会でこのテーマを取り上げた経緯や趣旨は、辻堂地区は防災意識が高いところ

だが、災害時にどうしたらいいのかなど障がいのある方の思いを知りたいとなり、取

り組んできた。今回は障がいが見えづらい自閉症について理解したいということにな



った。（山下委員） 

 ・ＡＥＤ講習の際はゆっくり説明をするようお願いしたい。（秋山副会長） 

 ・絵ほん語り公演について、前回は重い話だったが、小さいお子さんも来ると思うので

もう少し楽しい話を期待している。（吉田紀委員） 

  →公演は７月２９日（土）に延期した。題目は決まっていて「ふたりママの家で」「葉

っぱのフレディ」。（伊藤副会長） 

 

・広報委員会（1/19） 

→久保田委員長から資料のとおり説明があった。 

 ・カルタの試作、ありがとうございました。 

（補足説明） 

 ・はじめてのスマホ講座について、公民館が主体となっている事業でまちづくり会議も

協力という形になっている。定員２０人で実施するが個人によって習熟度にばらつき

があるということなので、場合によっては一人一人にサポートが必要になるかもしれ

ない。公民館からヘルプの要請があった時には、次回の全体会議で iPhone を利用され

ている方にお手伝いのお声がけをさせていただく。（事務局） 

【意見等】 

 ・カルタは今現在の辻堂が題材になるのか。カルタを作って、どのように展開、使って

いくのか。（吉田秀委員） 

  →辻堂あるあるを読み札にする。発売しようとは思っていない。全体集会に少しでも

参加しやすい形をと考えた。辻堂を語ってもらうのに楽しく引き出していきたい。

（久保田委員長） 

・集客について委員の皆さんにお願いです。向こう三軒両隣や知り合いの方々にチラシ

をお渡ししながら参加を呼び掛けてください。（秋山副会長） 

・藤沢市公式ＬＩＮＥで本日正午に全体集会の情報が配信された。（伊藤副会長） 

 

（２）地区全体集会について 

 ・事務局から資料（全体集会実施要領）に基づき説明した。 

  日時 ２月１２日（日）午後２時～４時（開場１時４５分） 

  会場 辻堂市民センター ３階 ホール 

  委員集合 午後１時 

 ・委員の主な役割分担を決めた。 

  駐輪場係（３人） 赤塚委員、齋間委員、鷹野委員 

  受付係（４人）  近藤委員、山下委員、吉田秀委員、池本委員 

  司会進行  秋山副会長 

  主催者挨拶 尾崎会長 

  部会報告 （総括）尾崎会長、（広報）伊藤副会長、（交流）秋山副会長、 

（福祉）池本部会長、（くらし安心安全）山田部会長、 



（社会貢献活動）片桐来夢氏（湘南工科大学学生） 

カルタ作り説明 久保田委員長 

カルタ作りコーディネーター 

伊藤副会長、小川副会長、秋山副会長、尾崎会長、大橋委員、北野委員、 

和田委員、千葉委員 

 ・当日の欠席者を確認した。 

        秋葉委員、中野委員、片桐委員、松尾委員、堀川委員 

 

（３）地域団体からの活動報告 

 ・今回予定していた防犯協会の活動報告は、橋本委員が欠席のため３月に報告していた

だく。 

 ・老人クラブ連合会の活動報告を片桐委員から説明があった。市内１５地区で単位クラ

ブが１１２クラブ、約５，４００人が活動している。辻堂地区は、１０年前は１２ク

ラブあったが現在は６クラブと減ってしまった。６０歳以上が対象だが、６０、７０

歳代は働き盛りで、入会する方は８０歳以上の方。歌・踊り・体操などの活動をして

いる。機関紙「ゆめクラブ藤沢」を春、秋に発行されている。 

 ・辻堂商店会連合会の活動報告を中野委員から説明があった。コロナ禍でイベントもで

きずにいたが、やっと辻堂の商店街が連携してデジタルスタンプラリーを開催してい

る。（チラシ２枚参照）皆さんにもぜひご参加いただきたい。 

 

３ その他 

・１１月２９日に開催された令和４年度郷土づくり推進会議地区交流会には尾崎会長と

小川副会長が出席された。議事要旨をご覧ください。（伊藤副会長） 

・「私の人生を変えた２人の母の言葉」講演会について、チラシを基に事務局から参加者

の確認をした。参加者：池本委員 

・八松小学校３年生の社会科授業の協力依頼について秋山副会長から説明があった。３

月６日午前に学区内のお寺などを児童がグループに分かれて巡る。６か所巡るうちの

３か所に待機して児童に説明をする係として協力をいただきたい。詳細は今後学校と

打ち合わせをするので、来月の全体会議で協力していただける方を確認する。 

・辻堂小学校３年生授業協力で作成した「交通安全マップ」を市民センター２階通路に

１月３１日まで展示している。協力いただいた後、ご意見等が部会で出ていると聞い

ているが、くらし安心安全部会の中でも次に生かせるようにしたいと思っている。（山

田部会長） 

・オーケー向かいの八百屋前の植栽帯に残っている木の切り株が危ないからと、毎日削

り取っている方がいる。高木を切り低木を植えることになっていたと思うが、市には

進めてほしい。（山田部会長） 

 →その植栽帯にはさつきを植えることになり、市道路維持課や市民センターの予算の

中で除草や植栽を行っていくが、限られた予算の中で少しずつ進めていることをご



理解いただきたい。（事務局） 

・全体集会などいろいろな集まりに人が集まらないと言っているが、コロナの収束がど

うなるかわからない中で、以前のように人が集まることは期待できない。「全体集会」

という名前そのものが人が集まる名称なので、敬遠する人もいると思う。オンライン

でも実施することをもっと強く推してもいいのではないか。（山田部会長） 

 

４ 今後の予定 

・駅前掲示板作業  ２月 １日（水）辻堂交流部会２人 

・辻堂朝市     ２月９，２３日（木）福祉部会３人 

・全体集会     ２月１２日（日）１３時集合 １４時～１６時 

・防災講演会    ２月２５日（土）１０時開演 

・辻堂交流部会        ２月 ２日（木）１０時００分～ 

・広報委員会         ２月 ９日（木） ９時３０分～ 

・くらし安心・安全部会    ２月 ９日（木）１３時３０分～ 

・福祉部会          ２月 ９日（木）１３時３０分～ 

・第１１回辻堂まちづくり会議 ２月１６日（木）１３時３０分～ 

 

以  上  



令和４年度 第１０回 くらし安心・安全部会 議事録 

 

（開催日時）２０２３年（令和５年）２月９日（木） １３：３０～１５：１０ 

（開催場所）辻堂市民センター 地区防災拠点本部室 

（出 席 者）委 員：山田部会長、赤塚委員、齋間委員、橋本委員、小川委員、秋葉委員、鷹野委員 

      事務局：中丸主幹、新倉、二宮 

（議 題 等） １ 今後の取組について 

        （1）辻堂小学校「まち歩き安全マップ」事業について 

        （2）防災講演会について 

        （3）道路問題について 

        （4）自転車マナーの改善について 

        （5）令和４年度事業実施結果および令和５年度事業実施計画（案）について 

（6）辻堂まちづくり会議全体集会部会報告用資料について 

（7）その他 

２ その他 

〈議 題〉 

１ 今後の取組について 

（1）辻堂小学校「まち歩き安全マップ」事業について 

 ・１１月に実施し、１月末まで市民センター２階廊下に展示していた。今後の実施に向けて意見交

換、反省を行った。 

【意見等】 

・地図のレベル差や、子どもたちの書き方のバラつきが気になった。 

→マップ作りは先生が教えるより子どもたちに任せ、アドバイスは地域の方がしていることがほと

んどであると思う。 

 ・危険箇所を教えるのではなく自分たちで歩いて感じることがねらいであり、ヒントを与えながら

やった結果、理解したところで子どもたちの思いが出ていたらよいと思う。やったことに意味が

ある。 

 ・子どもたちがこんなことを考えているんだと新しい発見もあり新鮮だった。 

 

（2）防災講演会について 

 ・前回決定した当日の役割分担の再確認を行い、本日２/９時点の申し込み状況をお知らせした。 

  【役割分担】会場設営：秋葉委員・鷹野委員、受付：齋間委員 

【申込状況】会場視聴：５２/６０人、オンライン視聴：１１人。 

・講師である萬年 一剛氏は、昨年７月に「富士山はいつ噴火するのか？」の本を出版している。本

の内容も面白くなっているので、委員の方もぜひオンライン視聴いただきたい。（小川委員） 

 

（3）道路問題について 

 ・先月ＬＩＮＥ通報を体験し、２日目の朝には通報箇所が舗装されていた。 

  今後については回覧チラシを作成し、３/２５号（予定）で周知する。山田部会長がチラシの原案

を作成することとなった。 



（4）自転車マナーの改善について 

  ・警察との協議の結果、自転車マナーアップ研修会の日程が決まったので周知した。詳細は改め

てとするが、対象委員に通知を発送するとともに自治会・町内会長宛にも発送し、参加を呼び

かける。 

【自転車マナーアップ研修会】 

日時：２０２３年３月２７日（月）午前１０時から 

場所：辻堂市民センター ３階ホール 

【意見等】 

  ・同時にZoom開催してはどうか。今後のイベントにはZoomをセットで入れておいた方がよい。 

   →後日、事務局で警察と調整した結果、Zoomでの配信は実施しないこととなった。 

 

（5）令和４年度事業実施結果および令和５年度事業実施計画（案）について 

 ・事務局から資料のとおり説明。事業計画（案）については、今年度実施したものは記載している

が、次回の部会までに再度検討いただきたい。 

【意見等】 

・年度内の活動なので何年の実施かわかるが、２０２３年もしくは令和５年の表記も入れておい

た方がよい。 

・回数の表記に加え、実施月の記載も入れた方がわかりやすく記録としてはよい。 

・道路対策については、地区内回覧を追記する。 

・自転車マナー改善については、自転車マナーアップ研修会の実施日程を追記する。 

・地域活動については、実施期間を５月～２月とする。（２月の地区全体集会で報告いただくため） 

 

（6）辻堂まちづくり会議全体集会部会報告用資料について 

 ・２/１２の全体集会部会報告資料を確認いただいた。 

【意見等】 

・都市問題（３車線化）の「羽鳥立体交差点」は図面上表記がないので、「地下道」とした方がよ

い。 

・防災の津波避難訓練→津波避難体験に変更。 

 

（7）その他 

 ・事務局から別紙資料を配付。湘工大片桐氏の２/１２全体集会発表資料を確認いただいた。 

 

２ その他 

 ・２/１６(木)全体会議 山田部会長、橋本委員欠席のため、部会報告は赤塚委員が行う。 

 

以 上 

 

【次回部会日程】 

日時：２０２３年(令和５年)３月９日(木) 

１３：３０～１５：００ 



令和４年度 第１０回 辻堂交流部会 議事録 

 

（開催日時）２０２３年（令和５年）２月２日（木） １０時～１２時３０分 

（開催場所）辻堂市民センター 第１談話室 

（出 席 者）１ 委員  …和田委員、中野委員、片桐委員、吉田（秀）委員、秋山部会長、 

久保田委員、堀川委員、千葉委員、鶴田委員 

２ 事務局 …中丸主幹、若山主任、片山主任 

（議 題 等）１ 実施事業の振り返り 

      ２ 湘南工科大学授業参加協力について 

      ３ 辻堂ストリートギャラリープロジェクト 

４ 辻堂さんぽ 

５ 令和５年度スケジュール（案） 

６ その他 

（議題） 

１ 実施事業の振り返り 

 各事業について、事前に提出した振り返りを踏まえて、次のとおり意見があった。 

（１）合同勉強会 

 ・テレビ番組でネイルアートのストーンにマイクロプラスチックを使う活動を藤沢市で行って

いる人が取り上げられていた。そういう人の紹介があってもいいのではないか。 

 ・マイクロプラスチックをきれいに活用することよりも、出ないようにするためにどうするか

を考えることが大切。 

 ・事業を単発でやって終わりではなく、続けていくことが大切。 

 ・今回の勉強会が企画する委員たちに対しての動機づけであったように、今後実施する事業が

子どもたちにとって、マイクロプラスチックの問題を考える動機づけになっていくとよい。

そういう意味では、映画の鑑賞会は動機づけに適任だと思う。 

 

（２）みんなで美化キャンペーン 

 ・どうしても水がないとしおれてしまう。水源を確保し、植えっぱなしにしないようにした

い。 

  →公園課に確認したが、蓮池公園のようにどうしても水が必要なところになんとか水道が引

けているような現状で、水道を引きたい旨の問い合わせは他の公園からもあがってくるこ

とがあるが、予算的に実現できていない。また、引いて終わりではなく、誰が水やりをす

るのか、月々の水道代をどうするのかといった対応も必要になるため、課題が多い。 

 ・雨水をためて使う設備を導入してはどうか。 

 ・水の寄付を募る仕組みを作れないか。 

 ・灌水の難しい場所への植栽について、専門家（業者・長久保公園など）に聞いてみてはどう

か。 



 ・湘南ニコニコロードやポケットパーク以外でも開催できないか 

  →場所ごとに事情が異なるので、ここで開催したいという具体的な提案があれば検討はでき

る。 

 

（３）辻堂ストリートギャラリープロジェクト（ポケットパーク） 

 ・もっと人目を引くところに掲出できないか。例えば、辻堂駅の地下道付近など。 

 ・色々な場所で開催できるといいが、フラッグで視界が遮られ、事故が起きるようなことがあ

ってはならない。安全性の面からすると、辻堂駅の地下道付近は向かないのではないか。 

 ・辻堂市民センターの２階廊下を活用できないか。市民のための公民館として、色々な人に来

てもらうために幼稚園などの子どもの作品展示などもできると良い。 

  →令和５年度は「ＴＳＵＪＩＤＯギャラリー」という公民館事業で、サークル作品の展示や

地域団体の展示などを年間スケジュールを組んで辻堂市民センター２階廊下で実施する事

業を予定している。 

   →ギャラリーと称するからには、通常のギャラリーが持つ機能（意見箱など）を有したも

ので実施してほしい。 

   →１階で展示中であることをアピールしてはどうか。 

   →展示物のアーカイブをデータで残し、図書館の電子ライブラリなどがあれば、そこに掲

載していったらどうか。 

 

（４）辻堂さんぽ 

 ・年２回開催をするならば、１回はテーマを決めて毎回違ったルートで開催してみてはどう

か。 

  →テーマに沿って歩くならば、個人参加ではなく集団で歩くことで理解が深まるのではない

か。 

→市民の家を通るルートにすれば、トイレが少ない問題も解決できる。 

 

 

（５）辻堂朝市 

 ・開催時間の検討が必要。利用者や販売者（ＪＡや堀川網）から意見を集めたい。 

 ・ＪＡに属さない農家などが販売する場所として利用できると、開催の意義が増えるのではな

いか。 

 ・ブドウのシーズンに藤稔（ふじみのり）が販売されたとき、盛況だったので、お米農家のよ

うに果物農家なども期間限定で販売に来られないか。 

 ・開催日が祝日だと、普段は来ない若い世代や家族連れが利用してくれている。休日の開催は

大変だが、有意義なものになるのではないか。 

 

２ 湘南工科大学授業参加協力について 

今年度の全日程が終了したこと及び来年度も引き続き実施していくことを共有した。 



 

３ 辻堂ストリートギャラリープロジェクト 

 進捗を確認し、掲出作業日を４月４日（火）の９時からに決定した。 

 参加者：和田委員、中野委員、片桐委員、吉田（秀）委員、秋山部会長、 

久保田委員、千葉委員 

 

４ 辻堂さんぽ 

 福祉部会との振り返り参加者を決定した。 

日時：２月９日（木）１３：３０～ 

参加者：吉田（秀）委員、秋山部会長、千葉委員 

 また、協賛企業の募集に使うチラシを作成することとなった。辻堂地区商店会連合会の会議が

２月１４日（火）にあるので、それまでに作成する。 

 なお、協賛希望があった際は事務局が窓口となって打ち合わせの約束をし、グループラインで

部会委員へ適宜共有する。予定が合う委員が打ち合わせに参加し、協賛のお願いをしていくこと

となった。 

 

５ 令和５年度スケジュール（案） 

（１）子ども向けＳＤＧｓ事業（改め「辻堂の海を知ろう！」事業） 

 辻堂海浜公園から連絡があり、サップ体験の日付が６月３日（土）が本番、６月１０日（土）

が予備日で確定したことを共有した。 

辻堂海浜公園のイベント予定表に掲載するため、事業名を確定させる必要があることから、「辻

堂の海を知ろう！～サップでＳＤＧｓ体験～」と定めた。 

 

（２）子ども回覧板 

 以前開催した時の経緯について、次のとおり共有した。 

 ・子どもたち向けのイベントは実は色々な団体が企画しているのだが、その周知方法の中で回

覧板は子どもが見ず、機会を損ねてしまっている側面がある。 

 ・このため、子どもたち向けの回覧板があれば、見てもらえるのではないかということとな

り、作成に当たっては子どもたち自身が興味のある内容を選び、掲載したほうがいいのでは

ないかということになった。 

 ・その結果、５月から企画を練って子どもたちを募集し、夏休み中に「まめ記者」となって気

になるお店などを取材し、１０月ごろ取材結果を元に作成した子ども回覧板を地域回覧する

１年かかりの事業となった。 

 ・子ども集めには苦戦し、辻堂公民館で集めていた子どもスタッフなどにも声をかけて人数を

確保した経緯がある。 

  前回開催時の経緯を踏まえて、次のとおり意見があった。 

  ・コロナ禍になる前は、学校の授業で同じようなものがあった。 

  ・昨年秋のミニさんぽで高砂小学校５年生が参加したことは保護者向けにデジタルで回って



きた。 

  ・回覧板という形ではなく、当初の目的が別の形でも叶えられれば良いと思う。 

  ・継続する事業と新規事業とたくさんの企画があるので、必要なものに注力するためにも事

業の整理が必要。 

  →これらの意見を踏まえ、令和５年度は事業の目的をもう一度整理し、別の形での実施も踏

まえて、事業の企画準備をしていくこととなった。 

 

（３）ふるさとマップの改訂 

 掲載内容に古い部分があるので、改定が必要ではないかという意見があった。 

 このことについては、子ども回覧板同様、やり方について議論し、令和６年以降の改訂に向

け、準備をすることとした。 

 

６ その他 

 今後の予定を確認し、３月の辻堂朝市担当者を決定した。 

 ３月９日（木）：吉田（秀）委員、久保田委員、千葉委員 

 ３月２３日（木）：片桐委員、秋山部会長、堀川委員 

 

以 上 

【次回部会日程】 

日時：２０２３年３月９日(木) 

１０時～１１時３０分頃 

会場：辻堂市民センター 第一談話室 



 

令和４年度 第１０回 辻堂まちづくり会議福祉部会 議事録 

 

（開催日時）２０２３年（令和５年）２月９日（木）１３：３０～１５：００ 

（開催場所）辻堂市民センター 和室 

（出 席 者）福祉：近藤委員、伊藤委員、松尾委員、髙野委員、富田委員、山下委員、池本委員 

      交流：秋山委員、千葉委員 

（事 務 局）辻堂市民センター   加藤、片山、守谷 

      地域共生社会推進室  宮治、佐藤 

（議 題 等） １. 辻堂さんぽ 振り返り（交流部会と合同） 

２．福祉部会の今後の取組について 

３．その他 

〈議題〉 

 

１．辻堂さんぽ 振り返り（交流部会と合同） 

 昨年１１月、１２月に行った辻堂さんぽの「ミニさんぽ」について、振り返りを行った。また、

来年度春の開催に向けて、今後も共同で企画していくこととなった。 

 

【意見等】 

・高砂小学校のミニさんぽについて、津波避難訓練の日程と重なっていたということで、高台へ

の避難訓練は予定していなかったが、当日訓練への参加者が少なく見受けられたことから、先

生へ声掛けを行い、急遽高台に上ることにした。 

・景品交換所になっていた青少年会館では、個人参加型ではありながらも、交換時にはコミュニ

ケーションがとれていた。アンケートを取ることで、参加者の感想などを共有できてよかった。 

 景品交換にいらっしゃった方々は、まとまって来ることがあまりなく、業務への影響はなかっ

た。 

・東いきサポでは、住宅街に所在しているため、普段来ることがない方が、辻堂さんぽを通して

いらっしゃるケースが何件かあった。また、いきサポがどういったところなのかについても、

周知することができた。一方で、職員がさんぽのルートを回ったことがないため、景品交換時

にルートやキーワードの場所の質問を受けても、答えられない場面があった。来年度について

は、職員もルートを回り、景品交換所として説明ができるようにしておく必要があると感じた。 

・昨年までは景品が先着順で交換していたが、今回については抽選であったことから、平等に交

換することができた。 

・同じ方が、何度も景品の交換に訪れるケースがあった。 

・景品交換の抽選箱について、中が固定されておらずパカパカしてしまっていたので、抽選券が

入り込んでしまった。 

・つむぎ＆西いきサポの交換では、一度に数名の方が来るケースがあり、業務への影響が全くな

いとは言い切れない状況だった。しかし交換にいらっしゃる方は楽しそうだったので、そうい

った方々と交流ができたことはいい機会であった。 



 →次回以降負担を軽減できるよう運用方法を検討していく。 

・クイズの答え合わせや、アンケートの記入があったため、前回の２～３倍の時間を要していた。

クイズを間違える方が少なかったため、答え合わせはすぐにできたが、もし今後、問題が難し

くなると、対応しきれない可能性があると感じた。 

・西いきサポでは、景品交換の当番を決めていたが、訪問の予定などが重なり職員が出払ってし

まうと、相談者の方の後ろに景品交換の方が列を作る場面が度々あった。 

・ミニさんぽに関して、海浜公園の参加者からは「たまにこういった機会があると、外を歩くき

っかけになってよい」という意見があった。 

・初開催の長久保公園については、参加人数の想定ができない中での開催だったが、２０名以上

の参加があった。また、参加する年齢層についても想定ができておらず、当日は比較的若い方

からお年寄りまで幅広い年齢層の方が参加されたため、長久保公園内だけでは物足りない、と

いう方から一周するだけでヘトヘト、という方もいた。次回以降は、ルートを２通りにするな

ど、検討事項があると感じた。 

 

２．福祉部会の今後の取組について 

 事業予定表に基づき協議を行った。 

 

（１）地区全体集会の発表資料について 

 ２月１２日（日）に行われる地区全体集会の発表資料について、内容の確認、修正を行った。 

 

（２）障がいのある方対象 防災訓練について 

来年度も継続して取組を行っていくことを確認したうえで、今後の取組方法について、協議

を行った。 

 

【意見等】 

 ・まちづくり会議の福祉部会として、継続して取組を行っていくのであれば、防災の細かい部

分を重要視するよりは、当事者の話をどう聞き、受け取っていくかが重要であると思う。 

・来年度に向け、どのような取組を行っていくか？ 

 →防災にこだわる必要性はないが、みんなが関心のあるテーマであることから、意見交換会

などを行う際は参加者を募りやすいと思う。 

今年度、自閉症児・者親の会の方を対象に防災についての協議、また辻堂市民センターの見

学会を行ってきたが、今後、他の障がいのある方の団体とも同じように見学会などを行いた

い。また、防災安心べんり帳を活用したワークショップなども行いたいと思う。 

藤沢市全体で、障がいのある方の８団体が集まる場があるように、辻堂地区で団体に所属し

ている方が集まり、意見交換会ができるとよいと思う。 

 ・今回、この取組のきっかけとなった自閉症児・者親の会の方が、今後８団体へ声をかける際

には窓口になることができるとおっしゃっていただけた。行政から声をかけるより、団体同

士のつながりを大切にしたいと思う。 

・この取組の名称について、取組を始めたきっかけとして、地区の防災訓練に障がいのある方

にも参加してもらいたいが、参加しづらいと感じる人が多く、障がいのある方を対象として、



防災訓練を行ってはどうか、という意見からこの名称となった経緯がある。しかし、取組自

体は「障がい理解」が本来の目的であり、「防災訓練」はそのためのテーマである。来年度に

ついては、「防災訓練」という表現ではなく、障がい理解のサブタイトルとして、防災や交流

などの要素を用いたい。 

 

（３）ＡＥＤの活用ついて 

 ３月３日（金）実施の救急救命講習・ＡＥＤマップアプリ講習会について、２月１６日（木）

１０：００～事前打ち合わせを行うこととなった。湘南工科大学学生の説明を事前に確認し、

アプリの取得方法もご教授いただく。 

 

３．その他 

・３月の駅前掲示板については、池本委員、近藤委員が担当することとなった。 

以 上 

 

次回部会：２０２３年３月１６日（木）１３時３０分～ 



令和４年度 第１０回 辻堂まちづくり会議 広報委員会 議事録 

 

【議事録】 

１ 開会 

 

２ 議題 

（１）地区全体集会について 

事務局から実施要領に沿って説明を行い、資料に追加した Zoom 使用等について検討

を行った。 

ア Zoom 使用について 

・ＰＣ３台、タブレット１台、カメラ（天吊り）１台を用いて動画撮影を行う。 

イ 会場レイアウトについて 

・Ａ～Ｇの７グループに分かれ、第１部～第２部カルタ作りまで実施する。 

・カルタ体験の際は、机とイスを会場の隅へ片づける。 

・カルタ体験終了後、閉会とアンケートの記入を行うため、再度机とイスを並べる。 

ウ グループ分け 

・現時点の参加者は、会場参加１８人、オンライン参加３人、計２１人。 

・すべてのグループに参加者と委員がバランスよく入るようにする。 

エ 参加者用アンケート 

・資料のとおり、参加のきっかけ・全体集会に関する感想、辻堂について日頃から感

じることについて確認する。 

日時 ２０２３年２月９日（木） ９：３０ ～ １２：１０  

場所 辻堂市民センター 地区防災拠点本部室 

出席者 

      

☑ 久保田委員長 ☑ 尾崎会長 ☑ 小川副会長 

☑ 伊藤副会長 ☑ 秋山副会長   
      

事務局 ☑ 中丸主幹 ☑ 山出 ☑ 若山 ☐ 宮木 

議題等 １ 開会 

２ 議題 

（１）地区全体集会について 

（２）「辻堂まちづくり会議だより」について 

３ その他 

４ 閉会 

資料 ・辻堂まちづくり会議全体集会 実施要領 

・    〃         グループ分け 

・    〃         アンケート 

・    〃         スライド 

・    〃         進行台本 

・辻堂まちづくり会議だより vol.13 発行に向けて 

・    〃           初稿 



オ スライド 

・第１部で使用するスライドを確認し、微修正を行った。 

カ 進行台本 

・進行台本を確認し、微修正を行った。 

キ その他 

・今後の活動を周知するため、参加者にチラシを配付する。 

 

（２）「辻堂まちづくり会議だより」について 

・初稿の校正を行った。 

・今後のスケジュールについては、次のとおり。 

内容 会議等 日にち 

再校 ２月全体会議 ２月１６日（木）全体会議終了後 

念校 ― 未定 

納品 ― ３月１４日（火） 

配布用仕分け ３月広報委員会 ３月１６日（木）委員会終了後 

全戸配布 ― ３月２０日（月） 

 

３ その他 

（１）駅前掲示板について 

・装飾について、久保田委員長が１人で作成を担当してきたが、協力者が見つかった。 

２月２７，２８日に作業を行うため、市民センター内で作業場所を確保する。 

・装飾とチラシの貼り替えは、毎月１日の午前９時３０分から一緒に行うことを確認し

た。 

 

４ 閉会 

 

【今後の予定】 

〇２月全体会議  ２月１６日（木）１３：３０～／ホール 

〇次回委員会  ３月１６日（木） ９：３０～／地区防災拠点本部室 

 

 

以  上 



令和４年度 辻堂まちづくり会議全体集会 実施結果 

辻堂の今を未来へつなごう！～発見・体験！シン辻堂カルタ作り～ 

 

１ 概要 

目的 辻堂まちづくり会議について周知を図るとともに活動内容に興

味を持っていただく。また、会議の場に加わることで辻堂への誇

りや愛着を高めてもらい、活動への参加のきっかけを作る。 

日にち 2023年2月12日（日）午後２時～４時 

（１時４５分開場） 

会場 辻堂市民センター3階ホール 

開催方法 ハイブリッド開催（Zoomウェビナー利用） 

定員 会場５０人(先着順) 

参加費 無料 

内容 第１部 辻堂まちづくり会議の取組とこれから 

第２部 シン辻堂カルタ作り 

 

２ タイムテーブル 

予定時間 実時間 内容 

１４：００ １４：０３ 開 会 

１４：００ １４：０３ 主催者あいさつ 

１４：０３ １４：０６ 【第１部】辻堂まちづくり会議の取組とこれから 

 １４：０６  ・総括（２分） 

 １４：０９  ・広報委員会（４分） 

 １４：１４  ・辻堂交流部会（４分） 

 １４：２１  ・福祉部会（４分） 

 １４：２７  ・くらし安心・安全部会（４分） 

 １４：３７   社会貢献活動報告（防災）（４分） 

 １４：４２  ・質疑応答（５分） 

１４：３０ １４：５０ 休憩（換気） 

１４：３５ １４：５５ 【第２部】シン辻堂カルタ作り 

 １４：５５  ・カルタ作り説明・「辻堂かるた」紹介（５分） 

 １４：５８  ・「辻堂かるた」体験（５分） 

 １５：０３  ・カルタ作り（５５分） 

 １５：４５  ・カルタ体験（２０分） 

１６：００ １６：０３ 

～１６：０８ 

閉 会 



３ 参加者  ５４人 

内訳 会場参加 オンライン参加 

一般参加 ２１人 ５人 

まちづくり会議委員 ２０人 ０人 

湘南工科大学社会貢献活動実習生、

及び担当教員 

２人 ０人 

事務局 ６人 ０人 

計 ４９人 ５人 

 

４ 内容 

（１）【第１部】辻堂まちづくり会議の取組とこれから 

ア 各委員会、部会等から次の内容について報告を行った。 

・令和４年度実施事業について 

・令和５年度実施予定事業について（公民館まつり「気になる木」を踏まえて） 

詳細については、別紙スライドのとおり。 

イ 質疑応答 

・これまでの取組経過が多く、これからが難しいのだと思う。 

次第に委員名簿があればよかった。 

→３月に発行する辻堂まちづくり会議だよりには名簿を掲載しているため、乞う

ご期待。（尾崎会長） 

 

（２）【第２部】シン辻堂カルタ作り 

ア カルタ作り 

・「辻堂かるた」の紹介を行った。 

イ 「辻堂かるた」体験 

・グループごとに「辻堂かるた」の体験を行った。 

ウ カルタ作り 

・グループごとにカルタ作りを行った。 

エ カルタ体験 

・密集を回避するため、絵札をドーナツ型に並べ、参加者はその中で円になって

カルタ体験を行った。 

・読み札の読み上げは、参加者が順に行った。 

・時間に限りがあったため、最後は読み札の読み上げのみを行った。 

 

（３）その他 

ア パネル展示 

・公民館まつりで使用したパネルを用いて、ホワイエで活動報告を行った。 

 



５ 当日の様子 

 

開会 

 

【第１部】辻堂まちづくり会議の取組とこれから 

 
「辻堂かるた」体験 

 
カルタ作り 

 

「停車しない 快速アクティー 茅ヶ崎へ」 

 

「初日の出 江の島の横 三浦半島より日出る」 



 

シン辻堂カルタの体験① 

 

シン辻堂カルタの体験② 

 

６ アンケート結果について 

別紙、アンケート集計結果のとおり 

 

 

以  上 



辻堂まちづくり会議 

令和４年度全体集会 アンケート集計結果 

 

 

 

 

 

１ 参加のきっかけ 

①回覧チラシ ２人 

②ホームページ １人 

③Facebook ０人 

④知人からの誘い ４人 

⑤その他 

まちづくり会議 １人 

民児協での呼びかけ １人 

藤沢市公式 LINE １人 

未記入 ２人 

 

２ 感想 

（１）辻堂まちづくり会議について（自由記載） 

・地域の各部門の方が集まり辻堂地区のために活動していることを、認識することがで

きました。 

・真剣に辻堂をよくするために活動していただき、ありがとうございます。 

・たくさんの方が、このまちを支えているんだなと思いました。 

・辻堂まちづくりの名前は知っていましたが、幅広い年齢の方が活動を行ってくれてい

ることを知りました。 

・仕事がよくわかりました。 

・活動写真とともに 1 年間の取組を知ることができてよかった。さまざまな活動があ

り、その１つに関わる貴重な機会を得て、有意義な時間でした。 

回答数 １２人／会場参加者 ２１人 

 

 回答率 ５７．１％ 



・辻堂プライド！！わが町辻堂に誇りがもてるロゴマークがあることで、「辻堂まちづ

くり会議」の活動を意識するようになった。部会ごとに分かれてそれぞれ活動してい

るのが良い。 

・意義深い団体グループのような気がします。 

・湘南大庭地区の活動の参考にさせてもらいます。 

・さまざまな分野の方の力の結集のすばらしさを感じました。 

 

（２）「第１部 辻堂まちづくり会議の取組とこれから」について 

・引き続き今後の取組に期待します。 

・活動内容がよくわかりました。 

・この素晴らしい活動を、一般の方がもっと関心を持ってくれるように働きかけるには、

どのようにしたら良いのか、自身も日々考えています。 

・各部会の活動内容がとてもわかりやすかったです。 

・よろしくお願いいたします。 

・私自身どのような活動を行っているのか詳しくはなかったので、活動を知ることがで

きてよかった。 

・委員の方々が前向きに精力的に活動しているのがよくわかった。 

・活動内容を知ることができました。地元のためにご尽力いただき感謝です。 

 

（３）「第２部 シン辻堂カルタ作り」について 

・グループで知恵を出し合い楽しかったです。 

・非常に楽しむことができました。また参加したいです。 

・参加してみて、とても楽しかったです。 

・楽しくカルタ作りができ、交流もできました。 

・楽しい時間でした。 

・辻堂に住んでまだ１年未満であるため知らなかったことが多かったが、皆様のカルタ

でまた少し詳しくなることができてよかった。 

・楽しかったです。ひとりひとりの言葉が聞こえて良かったです。 

・楽しかったです。自分たちの地区でも「かるた」を考えていますので、今後とも交流

よろしくお願いします。 

・とにかく楽しく過ごしました。辻堂をもう一度見つめ直しました。 

・地元の歴史に触れることができました。久々のお絵かきも楽しかったです。 

・楽しかったです。 

 



３ 「辻堂」について日頃から感じること 

・辻堂に住んで３０年、今後の発展を期待します。 

・辻堂はとても住みやすい。辻堂まちづくりの方々ありがとうございました。 

・住みやすい町だと思います。 

・ほっとしたい時は海を眺めにすぐ行け、刺激が少しほしい時はテラスモールまで… 

世間が評価するように確かに住みやすい街だ。 

・温暖の気候にふさわしい、あたたかな人のつながり、大切にしていきたいと思います。 

・暮らしやすいよい街だと思います。踏切がアンダーパスに変わるともっと安全になる

と思います。 

 

 

以  上 





№ 備考

① 2023年4月27日 (木曜日) 13:30～

② 2023年5月25日 (木曜日) 13:30～

③ 2023年6月22日 (木曜日) 13:30～

④ 2023年7月20日 (木曜日) 13:30～
第3週に実施

（第4週は例大祭）

⑤ 2023年8月24日 (木曜日) 13:30～

⑥ 2023年9月21日 (木曜日) 13:30～
第3週に実施

（第4週は敬老会の予定）

⑦ 2023年10月19日 (木曜日) 13:30～
第3週に実施
（公民館まつりの日程により変更あり）

⑧ 2023年11月16日 (木曜日) 13:30～
第3週に実施

（第4週は祝日）

⑨ 2023年12月21日 (木曜日) 13:30～ 第3週に実施

⑩ 2024年1月25日 (木曜日) 13:30～

⑪ 2024年2月22日 (木曜日) 13:30～

⑫ 2024年3月28日 (木曜日) 13:30～

※ 予定のため変更される場合があります。

令　和　５　年　度

辻堂まちづくり会議　開催日程（案）

原則として、「毎月第４木曜日１３：３０」から開催

会場 ： 辻堂市民センター ホール

開催予定日時



自転車マナーアップ研修会のお知らせ 

 

１．目的  

   自転車に関係する交通事故が多発していることから、「正しい自転車の交通

ルール及びマナー」を習得するとともに自転車利用者全体のマナーアップと

交通安全意識の高揚を図り、自転車の関係する交通事故をなくすことを目的

とする。 

 

２．日 時 ３月２７日（月）午前１０時から   

 

３．場 所 辻堂市民センター ３階ホール 

 

４．主 催 辻堂まちづくり会議・辻堂地区交通安全対策協議会 

 

５．実施内容 

 （１）藤沢市内の交通事故状況報告（全般的・自転車に特化） 

 （２）警察官による自転車の交通ルール講話 

 （３）自転車専用通行帯や自転車道の違いはあるのでしょうか 

   

（１）から（３）など、自転車の正しい通行ルートを辻堂の実際の道路で藤

沢警察署の警察官にお話ししていただきます。 

 

６．定 員 ６０人 

 

７．申込み ２０２３年（令和５年）２月１５日(水)から３月１７日（金）まで 

（土・日・祝日を除く）に辻堂市民センター 地域づくり担当窓口に  

お申し込みいただくか、次の連絡先へ電話またはＦＡＸ等にてお

申し込みください。 

以 上 

 

     【事務局】辻堂市民センター 地域づくり担当 新倉・二宮 

ＴＥＬ ３４-８６６１   ＦＡＸ ３４-４１８７ 

Ｅメール：fj-tsuji-c@city.fujisawa.lg.jp 

 

------------------------------ 切り取り線 --------------------------------               

自転車マナーアップ研修会 参加申込書 

 

              

◇自治会名               ◇氏名                       

 

◇ＴＥＬ                      


